
JOY 88鍵盤 電子ピアノ

取扱説明書





・キーボード本体
・譜面台
・ACアダプター
・専用フットペダル
・USBケーブル ×2
・取扱説明書

付属品

寸法︓幅 1295 × 高さ 113 × 奥行き 281 mm
重量︓6 kg

製品仕様

仕様および付属品



スピーカー
電源
音量
ファンクション
デモ
メトロノーム
レッスンレッスン
スプリット
音色
パーカッション
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鍵盤操作 オン/オフ
録音
タッチ
サスティン
ビブラート
トランスポーズトランスポーズ
オクターブ
スプリットボリューム
デュアル音色１ 音量

デュアル音色２ 音量
メトロノーム音量
メトロノーム拍子
テンポ
デモソング / GM音源
UDISK MUSIC PLAYER

電源アダプター(DC12V)
ヘッドホン１
ヘッドホン２
外部出力
外部入力
ペダル
USB-MIDIUSB-MIDI
USBメモリー

フロントパネル

背面パネル

各部名称と外部出力端子



操作方法
　・[④ファンクション]と　　　対応鍵盤︓音楽の再生/停止
　・[④ファンクション]と　　　　　　　  対応鍵盤︓音量の調整
　・[④ファンクション]と　　　　または　　　  対応鍵盤︓前/次の曲へ移動
　・[④ファンクション]と　　　　　　　  対応鍵盤︓
　　繰り返し押すことでリピート/ランダム/1曲リピートの切り替え
　・[④ファンクション]と[オン/オフ] 対応鍵盤︓MP3音楽再生機能のオン/オフ　・[④ファンクション]と[オン/オフ] 対応鍵盤︓MP3音楽再生機能のオン/オフ

DP-881には、USBメモリー内に保存されたMP3ファイルを再生する
「UDISK MUSIC PLAYER」機能が搭載されています。
USBメモリー（別売）を本体背面の[㉞USBメモリー]に接続し、
[④ファンクション]と「UDISK MUSIC PLAYER」操作対応鍵盤の[オン/オフ]を同時に押すことで
音楽再生機能を使用できます。

UDISK MUSIC PLAYERの使用

スマートフォンやタブレットPCを接続する際は本体背面の[㉝USB-MIDI]を使用します。

USB-MIDI端子

[㉜ペダル]端子に付属のフットペダルを接続しご使用ください。

サスティンペダルの使用

DP-881にはスピーカーが内蔵されていますが、さらに音声を外部出力することもできます。
本体と外部機器の電源を切った状態で[㉚外部出力]端子から別のオーディオ機器へ接続してください。
（接続ケーブル別売）

外部入力

DP-881ではスマートフォンやMP3プレイヤーなどの音声を入力する端子が搭載されています。
本体の電源を切った状態で[㉛外部入力]端子にお手持ちのデバイスを接続してください。（接続ケーブル別売）

外部出力

2つのヘッドホン用端子（6.3ｍｍ）が装備されています。
[㉘ヘッドホン１]または[㉙ヘッドホン２]にヘッドホンを接続すると、
スピーカーは自動的に消音になり周りを気にすることなく個人練習や2人での演奏をお楽しみいただけます。
※長時間大音量での使用はお控えください。

ヘッドホンの使用

必ず付属の専用電源アダプターを使用してください。
付属の電源アダプターを[㉗電源アダプター]に接続した後、100Vのコンセントに接続してください。

電源アダプター

準備



[⑤デモ] を押すとデモソング再生、もう一度押すと停止します。
"00"から"15"まで16種類のデモソングを収録しており、
[④ファンクション]と「デモソング / GM音源」操作対応鍵盤に振ってある番号（ "00"～"15"）で選択します。
デモソングの再生途中に他の音色を選択すると、選択した音色でデモソングを聴くことができます。
※パーカッションとスプリット機能には対応していません。

デモソングの再生

デモソング / GM音源

GM音源

音色の選択

DP-881は[④ファンクション]とそれぞれの操作に対応した鍵盤を同時に押すことで
様々な機能を使用することができます。
電源をつけた初期段階からこの機能は有効になっています。
鍵盤の機能操作をオフにしたい場合は [④ファンクション] と [⑫鍵盤操作オン/オフ] 対応鍵盤を同時に押します。

鍵盤操作
オン/オフファンクション

DP-881には"000"から"139"まで140種類の音色が収録されています。
電源を入れた際は [ピアノ] ボタンが点灯し、ピアノの音が出るようになっています。
8つの基本音色はフロントパネルのボタンを使ってワンタッチで選べるようになっています。
[⑪GM音源] を押すと " 088 Pad1 (New Age)" が選択されるようになっています。
さらに他の音色を選択するには、[⑪GM音源] とお好きなGM音源の番号（ "000"～"139"）を
「デモソング / GM音源」操作対応鍵盤に振ってある番号で選択します。
※搭載音色については巻末の一覧をご参照ください。※搭載音色については巻末の一覧をご参照ください。

機能操作のオン/オフ

音量は [③音量] つまみで調整できます。
音量はご自身の演奏や音楽の再生等すべての音量調整に使用されます。

ボリュームの調整

[②電源]を押すと [ピアノ] ボタンが点灯し、演奏準備完了です。

基本演奏方法

オン/オフ

ファンクション



[④ファンクション]と「メトロノーム音量」操作対応鍵盤の[1～5]を押すことで音量を5段階調整できます。

メトロノームの音量

テンポ（30～300）

テンポの初期設定はBPM120になっており、30から300まで変更することができます。
[④ファンクション]と「テンポ」操作対応鍵盤でお好きなテンポを指定するか、
[ー][＋]操作対応鍵盤でテンポの速さを調整できます。
初期設定に戻すには[④ファンクション]と [TAP] 操作対応鍵盤を押します。

テンポ

ファンクション

ファンクション

メトロノーム

[⑥メトロノーム] ボタンでスタート・ストップします。
[④ファンクション]と「メトロノーム」操作対応鍵盤を押すことで1/4～12/8の拍子を選べます。(10種類)

メトロノーム

メトロノーム

ファンクション

デモソング / GM音源



ビブラート
ON　　　  OFFON　　　  OFF

サスティン

ファンクション

弾いた音を揺らします。
[④ファンクション]と「ビブラート」操作対応鍵盤の[オン/オフ]で効果をオン/オフします。

ビブラート

弾いた音を伸ばします。
[④ファンクション]と「サスティン」操作対応鍵盤の[オン/オフ]で効果をオン/オフします。

サスティン

その他の機能

メトロノーム音量

ファンクション



スプリット機能をオンにした後、通常通りの音色の選び方で右手側の音色を変更することができます。

[④ファンクション]と「スプリットボリューム」操作対応鍵盤の [1～5] で
左手側の音量を調節することができます。

鍵盤が左右に分けられると、左手側は1オクターブ高く、右手側は1オクターブ低く設定されます。

スプリット音量

スプリット

[⑧スプリット]ボタンと同時に左右で分けたい部分の境目の鍵盤を押します。
この時押した鍵盤が右手側の一番左の鍵盤となります。

[⑧スプリット] ボタンで機能をオン/オフします。

2種類の音色を鍵盤の左側と右側に割り振る機能がスプリットです。
スプリット機能を有効にする前に予め左手側で演奏する音色を設定しておき、
その後右手側で演奏する音色を設定します。

スプリット

オフ

タッチ

ファンクション

タッチコントロール

トランスポーズ

ファンクション

トランスポーズ機能では、調を"-6"から"+6"まで変更することができます。基本設定は0です。
[④ファンクション]と「トランスポーズ」操作対応鍵盤の [ー][＋] で調整してください。
初期設定に戻すには[④ファンクション]と[ー]と[＋]を同時に押します。

[④ファンクション]と「タッチ」操作対応鍵盤の [オフ、1～3] でタッチ感度を3段階調整することができます。
[1]に設定すると鍵盤が軽く、[3]に設定すると鍵盤を重く感じることができます。
[オフ]に設定するとタッチレスポンス機能がなくなり、どの強さで鍵盤を弾いても同じ音量が出るようになります。

トランスポーズ



レッスンモード「オン」時

レッスン

レッスンモード「オフ」時

[⑦レッスン] ボタンでレッスンモードのオン/オフを切り替えます。
レッスンモードをオンにすると88の鍵盤が左右2つに分かれ、
同じピアノが2台並んでいるような音域に設定されます。
生徒と先生・生徒同士など2人同時に同じ音程・音色で練習することができます。

レッスンモード

レッスンモード

デュアル音色２ 音量デュアル音色１ 音量

ファンクション

フロントパネルの基本8音色以外の音色を重ねたい場合は、
まず [⑪GM音源] でお好きな音色を選択してから [⑪GM音源] ボタンと基本音色ボタンを同時に押してください。
重ねた音色はそれぞれ音量を5段階調整することができます。

[④ファンクション] と「デュアル音色1 音量」操作対応鍵盤の [1～5]︓最初に選択した音色の音量を調整
[④ファンクション] と「デュアル音色2 音量」操作対応鍵盤の [1～5]︓後から選択した音色の音量を調整

GM音源

パーカッションストリングスベースギター
チャーチ
オルガン

エレクトリック
ピアノピアノ

お好きな2つの音色ボタンを同時に押すことでデュアル音色機能を有効にし、
選択した2つの音色を重ねて演奏することができます。

デュアル音色



録音　　　再生
録音

ファンクション

[④ファンクション]と「録音」操作対応鍵盤の [再生] で録音したものを再生することができます。
再生中にもう一度 [④ファンクション] と [再生] を押すと停止します。

再生

[④ファンクション]と「録音」操作対応鍵盤の [録音] で録音モードがオンになり、もう一度押すとオフになります。
録音モードではメトロノームが自動で機能し、お好きな鍵盤を押すことで録音が開始します。
[④ファンクション]と [㉔テンポ] を押してテンポを調整してください。
最大700音数まで録音することができます。
容量がいっぱいになった場合は録音モードは使えなくなり、メトロノームも自動的に停止します。

録音

録音モード

オクターブ

ファンクション

レッスンモードでは、オクターブを "-2" から "+2" まで調整することができます。初期設定は0です。
[④ファンクション] と「オクターブ」操作対応鍵盤の [ー][＋] で音域を上下に調整してください。
初期設定に戻すには [④ファンクション] と [ー] と [＋] を同時に押します。
※オクターブ調整はレッスンモード使用中のみ可能です。

オクターブ調整



音色リスト


